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６慢性陣炎の晩期合併症として注意すべきはどれか。２つ選べ。

ａ糖尿病

ｂ仮性嚢胞

ｃ消化性潰癌

．食道静 脈癌

ｅ消化吸収障害

新生児の成熟兆候を示すのはどれか。

ａ皮膚が薄い。

ｂうぶ毛が多い。

ｃ皮下脂肪が薄い。

ｄ足底のしわが多い。

ｅ耳介軟骨が薄くやわらかい。

Ｉ

２我が国の保健統計について正しいのはどれか。

ａ国勢調査は４年毎に実施される。

ｂ国勢調査は国内常住外人を含まない。

ｃ国勢調査には人口動態統計が含まれる。

ｄ国勢調査は世帯とその構成員が対象である。

ｅ国勢調査は４月１日午前０時現在の情報である。

７生後１４日の正期産児で正しいのはどれか。

ａ９％の体重減少

ｂ１日５回の排便

ｃ大泉門0.5×０．５ｃｍ

ｄ１回'1甫乳量10～２０ｍｊ

ｅ右肋骨弓下に肝を４ｃｍ触知

８妊婦健康診査の時に用いられる物品の写真を示す。

妊娠１０週未満で、分娩予定日の決定に最も有用な検査法はどれかｃ

３標準的な３歳児ができないのはどれか。

ａ三輪車をこぐ。

ｂ自分の氏名を言う。

ｃ昼間のオムツがとれる。

ｄ交互に足を出して階段をのぼる。

ｅジヤンケンの勝ち負けが分かる。

③

①
②
③
④
⑤
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生活習慣病と保健対策について正しい組合せはと:れか。

ａ咽頭がん 運動

ｂ白血病 高血圧改善

ｃ骨腫賜 適切な食事
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５わが国の精神障害者の医療について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ精神病床数は欧米と同等である。

ｂ外来では気分障害が増加している。

ｃ入院患者数は外来患者数より少ない。

ｄ民間立の精神病院が９割以上を占める。

ｅ精神科病床の平均在院日数は一般病床の１５倍以上である。

⑤

一
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１１便秘の原因として考えられるのはどれか。２つ選べ｡

ａ肝硬変

ｂ慢性陣炎

ｃＷＤＨＡ症候群

ｄパーキンソン病

ｅ甲 状 腺 機 能 低 下 症

「

Ｆ
凶

１４高血圧と低カリウム血症をみとめるのはどれか。２つ選べ。

ａ橋本病

bAddison病

cShpPh月､症候群

dCushjng症候群

ｅ原発性アルドステロン症

９医療安全支援センターについて誤っているのはどれか。

ａ医療法に基づいて設置される。

ｂ医療安全の確保に必要な情報の収集や提供を行う。

ｃ医療従事者に対して医療安全についての研修を実施する。

ｄ患者またはその家族からの医療に関する苦情や相談に応じる。

ｅ医師または医療関係者からの患者に関する苦情や相談に応じる。

１５創傷治癒について正しいのはどれか。

ａ二次治癒は搬痕を残さない。

ｂ開放創の洗浄に水道水は用いない。

ｃ糖尿病の併存は創傷治癒を障害する。

ｄ創の感染には組織の血行は関係がない。

ｅ壊死組織のデブリドマンは創傷治癒を遅らせる。

１０医師法に記載されていないのはどれか。

ａ応召

ｂ 処方葵交付

ｃ診療録記載

．堕胎の禁止

ｅ無資格診療の禁止

１６わが国の母子保健の現状で正しいのはどれか。

ａ学童死因の１位は自殺である。

ｂ妊産婦死因の１位は出血である。

ｃ幼児死因の１位は先天異常である。

ｄ早期新生児死因の１位は出血性障害である。

ｅ乳児死因の１位は乳幼児突然死症候群である。

Ｉ

１７胎児期の器官形成と臓器の成熟について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ中枢神経系は内旺葉から発生する。

ｂ胎児副腎の胎児層は妊娠早期に退縮する。

ｃ胎児赤血球の酸素飽和度は成人に比べて低い。

ｄⅡ型肺胞上皮細胞は肺表面活性物質を産生する。

ｅ胎児心拍数は妊娠初期ほど多く、中期以降に減少する。

12降圧薬の副作用や注意点について、誤っているのはどれか。

ａサイアザイド系利尿薬は、低カリウム血症や高尿酸血症に注意を要する。

ｂアンジオテンシン変換酵素阻害薬の副作用として、咳があげられる。

ｃβ遮断薬は、気管支瑞息の患者には禁忌となる。

ｄＣａ桔抗薬は下肢の浮腫を生じることがある。

ｅα遮断薬は、糖・脂質代謝を悪化させる。

１８国際生活機能分類について正しいのはどれか。

ａ機能障害には構造障害は含まれない。

ｂ機能障害は参加制約に必須の要素である。

ｃ車椅子は背景因子のうちで個人因子に分類される。

ｄ国際生活機能分類は障害者を対象とした分類である。

ｅ国際生活機能分類は健康状態の構成要素を評価する。

１３Gersfrn月､ｎ症候群について正しいのはどれか。

ａ後頭葉に病巣がある。

ｂ意識障害が特徴である。

ｃ原因として脳梗塞がある。

ｄ認知症があるが計算は可能である。

ｅ髄液検査でタンパク細胞解離がある。

－１０２－４－
－１０２－３－



ｂ簡易カルテとして使用する。

ｃ常に患者に携帯される。

ｄ黄色は重症である。

ｅ黒は死亡である。

『Ｆ
・
Ｌ
Ｌ

２３胸部の解剖について正しいのはどれか。

ａ胸腺は後縦隔に存在する。

ｂ大胸筋は上腕骨に付着する。

ｃ縦隔上縁は鎖骨で形成される。

ｄ奇静脈は腕頭静脈に流入する。

ｅ肋骨は背側で肋軟骨に移行する。

１９わが国の医療保険制度について正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ任意に加入できる。

ｂ保険料は一律同額である。

ｃ医療給付は現物給付で行われる。

ｄ健康診断は給付の対象外である。

ｅ被用者保険本人の医療は10割給付である。

その時点で有する不整脈として最も可能性の低いのはどれか。２０網赤血球が増加を示すのはどれか。

ａ 急性白血病

ｂ鉄芽球性貧血

ｃ鎌状赤血球症

ｄ再生不良性貧血

ｅ骨髄異形性症候群

２４検脈時に脈拍が坐であった場合、

ａ心房粗動

ｂ心房細動

ｃ完全右脚ブロック

ｄ完全左脚ブロック

ｅ完全房室ブロック

２５肝硬変患者に定期的に行うのはどれか。２つ選べ。

a腹部超音波検査

ｂ上部消化管内視鏡検査

ｃ下部消化管内視鏡検査

ｄ磁気共鳴胆管陣管撮影くMRCP〉

ｅポジトロンエミッション断層撮影くPET〉

２１顔面外傷でないのはどれか。

ａ鼻骨骨折

ｂ涙小管断裂

cBennett骨折

ｄ耳下腺管断裂

ｅＬｅＦｏｒｔⅡ型骨折

２６誤っている組合せはどれか。２つ選べ。２２写真のものについて誤っているのはどれか。

ａ負傷者がたくさんいる場合に重症度や緊急度を選別する。
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失外套症候群
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眼球運動障害

健Korsakoff症候群

Gerstmann症候群

閉じ込め症候群（

－１０２－６－

２７皮疹について正しいのはどれか。

ａ水庖は掌蹴には生じない。

ｂ光線過敏症の診断にはTzanck試験が有用である。

ｃびらんとは欠損が真皮の深層にも及ぶ状態である。

ｄ膨疹は１週間で消裡する皮膚の炎症と定義される。

ｅ母斑細胞母斑の診断にはダーモスコピー試験が有用である。

(locked-insyndrome）

－１０２－５－

写真



41℃の高熱を発し来院した。この患者の血液塗抹のGiemsa染色像を

雨

Ｆ
Ｌ

２８高齢者で増加するのはどれか。

ａ腎機能

ｂ尿濃縮力

ｃ体水分量

ｄ前立腺体積

ｅ血中テストステロン値

３２体液について正しいのはどれか。

a細胞外液量は､細胞内液量の約２倍である｡

ｂ細胞外液の主要な電解質は､;KClである。

ｃ細胞外液のpＨ（正常域）は、７．１～７３である。

ｄ細胞外液の浸透圧は、細胞内液の浸透圧より低い。

ｅ細胞外液の浸透圧（正常域）は、330～360ｍＯｓｍ/kgH20である。

２９甲状腺眼症でみられるのはどれかＣ

ａ 唯 裂 開 大

ｂ眼臓下垂

ｃ眼球陥凹

．眼臓けいれん

ｅ眼 臓 部 拍 動 性 雑 音

３３組合せで正しいのはどれか。２つ選べ。

血糖低下

胃酸分泌抑制

血糖上昇

アドレナリコ

皮
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ガストリン

グルカゴン

3５アフリカ旅行から帰国後、

示す。

感染しているのはどれか。

ａマレー糸状虫

ｂバンクロフト糸状虫

ｃ三日熱マラリア原虫

ｄ熱帯熱マラリア原虫

ｅランブル鞭毛虫栄養体

－１０２－７－

一骨形成の促進副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ）

ラクトース合成の促進ﾌﾟロラクチン

－１０２－８－

３４孤発性腫傷と比較したときの家族性腫傷の特徴として不適当なのはどれかＣ

ａ再発する可能性が高い

ｂ若年発症の傾向がある。

ｃ悪性度が高いことが多い。

ｄ他の臓器に重複癌の形で発生する傾向がある。

ｅ対をなす臓器では両側に発生することが多い。

３０上眼嵩裂を通らない脳神経はどれか。

ａ動 眼 神 経

ｂ外転神経

ｃ視神経

ｄ滑車神経

ｅ眼神経

毎
凶

３１図は泌尿器系に見られる上皮である。上皮の名称として正しいのはどれか。

血液塗抹のGiemsa染色像
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B千

百
Ｆ
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４０３９歳の男性。過去の健康診断で異常を指摘されたことなし。３か月前に泌尿器科に入院し開腹

手術を受けた。２週前より、全身倦怠感と３８℃の発熱が持続しているため来院。受診時、頚静脈

怒張なし。心尖部で3/6度の全収縮期雑音を聴取。腹部異常なし。四肢浮皿なし。皮間に図に示

す所見が認められた。

診断に有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａ血液培養

ｂ頭部MRI検査

ｃ胸腹部ＣＴ検査

ｄ心臓超音波検査

ｅ下肢血管超音波検査

３６体重５０ｋｇの患者に０．１％塩酸ドパミン注射液を用いて８岨/kg/分で静脈内投与する際の投与

速度で正しいのはどれかＣ

ａ０．０４ｍ〃分

ｂ０．１６ｍ〃分

ＣＯ､４ｍ〃分

ｄＯ８ｍ〃分

ｅ４０ｍｊ/分

３７誤っている組合せはどれかｃ

悪臭

甲状腺癌

気管支瑞息

イタイイタイ病

胎児‘性水俣病

メチルメルカプタン

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

３８肝臓癌で入院中の患者が死亡した。異状死でないのはどれか。２つ選べ。

ａ肝臓部分切除術後に予期せず死亡した。

ｂ病気を苦にベッド上で首を吊り死亡した。

ｃ肝臓癌が自然破裂し、腹腔内出血を起こした。

ｄ階段で転倒し、外傷性くも膜下出血を起こした。

ｅ食道静脈癌が破裂し、気道に血液を吸引し窒息した。

凶

放射性ヨード

－１０２－９－

一酸化炭素

カドミウム

メチル水銀

－１０２－１０－

頚髄ＭＲｌ

B千

再鍾
凶

凶

Ｒ

矢状断水平断

図

弓盟企三ｑ弓盟企三ｑ

４１５６歳の女性。１週前に感冒に擢患し、近医を受診。感冒薬を処方され改善してきていたが、昨

日から発熱と頚部痛が出現し､今朝から四肢の筋力低下を自覚し､歩行困難となったため受診した。

頚髄MRIを示す。

認められない神経症候はどれか。

３９産業医が規定されているのはどれか。

ａじん肺法

ｂ労働基準法

ｃ作業環境測定法

ｄ労働安全衛生法

ｅ労働者災害補償保険法

ａ脂肪直腸障害

ｂ四肢腫反射低下

ｃ四肢全感覚障害

dRomberg徴候陽性

ｅ四肢病的反射陽性



造影ＣＴ
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４３７８歳の女性。うつ病で近医通院中であった。朝食後､夫が買い物に行き帰ってくると食卓に座っ

た状態で刺身包丁を首に刺した状態であるところを夫が発見し救急車を要請した。ノートには辿

害と思われる文章が残されていた｡救急隊到着時､意識レベルはJCSⅡ-30､血圧測定困難であった。

呼吸数３０／分、SpO280％（室内気下)、心拍数１２０／分、顔面蒼白であった｡来院時意識は清明

で収縮期血圧60台、心拍数100／分、酸素投与下でSpO2100％であった。赤血球370万、ＨｂｌＯ９

ｇ/dZ、Ｈt３５２％、白血球7.500、血小板18.7万。気管内挿管後、輸液にて収縮期血圧９０mmHg台

まで改善したため造影ＣＴを行った。左血胸を認めトロッカーを挿入後、大動脈造影を施行した。

４２２６歳の女性。メロンを食べた直後に口腔内が捧<なり腫れたために来院した。メロンは好物で

ありよく食べるという。時々食べた後に､喉が樺<なったことがある｡10歳頃から秋に鼻水やくしや

みがよく出るという。

この病態に関与しないのはどれか。２つ選べ。

インターロイキンー１

インターロイキン４

インターロイキン.５

インターロイキンー６

インターロイキンー1３

ａ
‐
，
Ｃ
１
ｄ
ｅ

適切な治療法はどれか。

ａ動脈塞栓術

ｂステント留置術

ｃバルーン拡張術

ｄフィルター留置術

ｅステントグラフト内挿術

ｉ
‐

－１０２－１１－

「
毎
匹
ロ
ユ
マ

－１０２－１２－

大動脈造影
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４８２０歳の女性。特記すべき既往歴はなし。今朝、通学途中の電車の中で突然息苦しくなり、呼吸

をいくらしても酸素が吸えない感じがした。電車の扉が閉まっているので逃げられず恐くなり、

他の乗客に助けを求めた。冷や汗をかき、気が遠くなったが、気を失うわけではなかった。次の

停車駅から救急病院へ搬送された。頻脈以外に理学的異常なし。心電図上は洞性頻脈、動脈血ガ

ス分析でPaO2が110、PaCO2が27で、胸部レントゲン写真と心臓超音波検査では異常が認められ

なかった。

最も顕著な精神症状の類型はどれか。

ａ注意障害

ｂ思路障害

ｃ自我障害

ｄ記憶障害

ｅ感情障害

百
．ｒ

な

４７９０歳の男性。下腿骨骨折を受傷し、２か月後に骨癒合を得た。この患者のリハビリテーション

を行うにあたって、誤っているのはどれか。

ａ杖の使用

ｂ下肢筋力訓練の実施

ｃ服薬している薬の確認

．弾性ストッキングの装着

ｅ家の中の段差をなくす改装

４４生後２か月の乳児。陰部の腫痛を主訴に来院した。出生体重2,7009、身長４９ｃｍ。現在の体重

５，４００９であり、１回２２０ｍZの人工乳を１日６回飲んでいる。排便は２～３日に１回で、黄色泥状

順粒便を多量に認める。定頚は認めず、顔にタオルをかけても払いのけようとしない。右側陰蕊

が腫大しており、透光試‘験で腫痛は透光されない。

正しいのはどれか。

ａ便秘がある。

ｂ体重増加不良がある。

ｃ運動発達の遅れがある。

ｄ人工乳の量は十分である。

ｅ腫痛は１歳頃には消失する。

扉
』

４５３６歳の初産婦。妊娠40週２日、前期破水後60時間、陣痛発来後36時間で経I室分娩した。児は

３‘６５０９の男児。Apgarスコアは６点（1分値）－８点（5分値)、膳帯動脈ｐＨは7.142だった。産

海２日、38.6℃の母体発熱を認めた。呼吸数２４／分、脈拍９２／分、血圧136/８８ｍｍＨｇｏ白血球

数は14,200／ｍｍ３、血清CRP値は458ｍｇ/djだった。

まず行うのはどれか｡

ａ内診

ｂ造影ＣＴ検査

ｃ血液培養検査

ｄ動脈血ガス分析

ｅ胸部エックス線撮影

４６３９歳の女性、大学教員。微熱と全身倦怠感を主訴に来院した。半年ぐらい前から時々咳がでて

いた。研究のためにフィリピンに毎年３回ぐらい訪問していた。胸部エックス線写真で左肺野に

空洞を伴う浸潤影を認め結核と診断された。嬉疾塗抹検査でGaffkyV号であった。

この女性の勤務先でまず行うべきことはどれか。

ａ接触した生徒のツベルクリン反応検査

ｂ接触した生徒へのイソニアジド内服

ｃＢＣＧ未接種者への接種

ｄ保健所への届け出

ｅ大学内の消毒

－１０２－１４－－１０２－１３－



４９４５歳の男性。半年前から鼻背の結節に気付き、やや拡大

してきたため来院した。顔面の写真と同部の皮膚生検Ｈ－Ｅ

染色標本を示す。

治療法として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ切除

ｂ凍結療法

ｃＰＵＶＡ療法

ｄ放射線治療

ｅＱスイッチルピーレーザー

皮層生検Ｈ－Ｅ染色標本

－１０２－１５－
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顔面の写真
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５０６０歳の男性◎今朝から右眼の視力低下に気付き来院した。視力は右0.7（矯正不能)、左１．０（矯

正不能)。右眼眼底写真と右蛍光眼底造影写真を示す。

まず行うのはどれか。

ａ抗菌薬点滴

ｂ硝子体手術

ｃ高浸透圧利尿薬点滴

．ペーパーバック

ｅステロイドパルス療法

『
1F

ヨ

右眼眼底写真

－１０２１６－
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右蛍光眼底造影写真
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５１最初に行うべき処置はどれか。

ａ内視鏡的乳頭切除術

ｂ内視鏡的粘膜下層剥離術

ｃ内視鏡的胆管結石切石術

ｄ内視鏡的胆道ドレナージ術

ｅ内視鏡的騨管ステント留置術

次の文を読み、５１～５３の問いに答えよ。

６２歳の女性。発熱を主訴に来院した。

現病歴：１０年前より胆石を指摘されていたが無症状で経過していた。１週前から尿の濃染と右上腹

部違和感を自覚していた。昨夜より３８℃台の発熱が出現している。

既往歴：特記すべきことはない。

現症：身長１５８ｃｍ、体重５３ｋｇ・体温384℃・脈拍８６/分整。血圧148/７８mmHg・眼球結膜

に黄染を認める。腹部は平坦で軟。右上腹部に叩打痛を認める。肝臓、胆嚢、牌臓は触知

しない。

検査所見：血液所見;白血球１２‘400、赤血球460万、Ｈｂｌ３２ｇ/dﾉ、血小板２６万。血液生化学所見；

総蛋白６．４９/dj，AST631U/ﾉ、ＡＬＴ７８１Ｕ〃、総ピリルピン５２ｍｇ/ｄｊ、直接ピリルピ

ン４．６ｍｇ/dj、ＡＬＰ７２０１Ｕ/ノ（基準115～359)、アミラーゼl401U/ノ（基準５０～160)。

免疫学所見；ＣＲＰ１０．３ｍｇ/ｄﾉ、ＣＥＡ３ｎｇ/ｍ/(基準５以下)、ＣＡｌ９－９６０Ｕ/ｍｊ（基準

３７以下)。

十二指腸内視鏡写真と核磁気共鳴胆管)嘩管撮影写真を示す。

５２診断はどれか。

ａ胆褒癌

ｂ陣頭部癌

ｃ急性jI華炎

ｄ総胆管結石症

ｅ十二指腸乳頭部癌

５３適切な治療法はどれか。

ａ胆管切除術

ｂ陣体尾部切除術

ｃ開腹下胆嚢摘出術

ｄ陣頭十二指腸切除術

ｅ腹腔鏡下胆嚢摘出術
黛
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次の文を読み、５４～５６の問いに答えよ。

４５歳の男性。微熱、全身倦怠感を主訴に来院した◎

現病歴：２週前から３７℃台の発熱、全身倦怠感が出現。近医を受診し咽頭炎と診断され処方され

た抗生薬を内服したが軽快せず、次第に増悪した。

既往歴：特記すべきことはない。

現症；意識は清明。身長１６０ｃｍ，体重５４ｋｇ・体温３７．２℃・脈拍７２/分、整。血圧148/６２

ｍｍＨｇ・咽頭に発赤、腫脹を認めない。心雑音はない。呼吸音に異常を認めない。左季

肋下に４横指、牌を触知するが圧痛は無い。表在リンパ節は触知しない。下肢に浮腫を認

めない。

検査所見：血液所見：赤血球２９８万、Ｈｂ９．１｣ご/dZ，Ｈt２７８％、網赤血球１．３％、白血球223,300

５４この末梢血塗抹標本の所見で増加しているのはどれか。

ａ形質細胞

ｂ巨赤芽球

ｃ破砕赤血球

．環状鉄芽球

ｅ幼若順粒球

５５診断確定に有用な遺伝子検査はどれか。

ａRAS遺伝子の変異検索

ｂｌｇＨＤ－Ｊ領域の再枇成検索

ｃｂｃｒ/abl融合遺伝子検索

ｄＣｙｃｌｉｎＤ１遺伝子の過剰発現検索

ｅＰＩＧＡ遺伝子の変異検索

血液所見：赤血球２９８万、Ｈｂ９．１９/dZ，Ｈｔ２７８％、網赤血球１．３％、白血球2231300

(好中球840％、単球２０％、好酸球６．０％、好塩基球６４％、リンパ球１．６％)、血小

板７５．１万。好中球アルカリフオスファターゼスコア４０（基準170～335)。血液生化学

所見：総蛋白７．１９/dZ、アルブミン４１９/ｄｊ、尿素窒素２０．７ｍｇ/d/、クレアチニン０．９５

mg/dZ、ＡＳＴ２４１Ｕ//、ＡＬＴ５０１Ｕ/j，ＬＤ５６９１Ｕ〃（基準119～229)、ビタミンＢｌ２≧

l500pg/ｍｊ（基準192～775)。免疫学所見：ＣＲＰｌ２０ｍｇ/ｄｊ。末梢血塗抹MayGiemsa

染色標本を示す。

５６この患者が入院後一過性の呼吸苦を訴えたため、右大腿動脈より採血。室温放置５分後に動脈

血ガス分析をおこなったところ、ｐＨ7.411、ＰＣＯ357.2Torr、Ｐ0,39.6Ｔｏ丘、HCO5236、ＢＥ０．０

であった。理学的には胸部に異常所見を認めていない。

処置として適切なのはどれか。

ａ酸素ｌＯＺ投与

ｂ緊急気管内挿管

ｃ緊急胸部造影ＣＴ撮影

ｄ動脈血採取後、氷冷し直ちに再検

ｅ左大腿動脈より採血、そのまま５分後に再検

＊

「
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末梢血塗抹May-Giemsa染色標本

－１０２－１９－



５８予測される検査結果はどれか。

ａ血蕊レーン活性上昇

ｂ血清リゾチーム上昇

ｃ血清ハプトグロビン上昇

ｄ抗ＤＮＡ抗体陽性

ｅ抗セントロメア抗体陽性

【、

２つ選べ。５７観察されなかった所見はどれか。

ａオスラー結節（Osler'snode）

ｂ指尖潰傷（djgitalulcer）

ｃ爪床出血（nailfbldbleeCUng）

ｄｌｌ而鳴（smdor）

ｅベルクロラ音（Velcrorale）

次の文を読み、５７～５９の問いに答えよ。

６２歳の女性。息が切れるため受診した。

現病歴：３年前から寒冷時の手指の蒼白化と手指のソーセージ様の腫脹がみられるようになった。

１過程前より、頭痛や立ちくらみや全身倦怠感を自覚するようになった。３日前より「トイレに行く

回数が減った」ことを自覚するようになった。昨日は、「トイレには朝一度しか行かず、ちょっとし

か尿が出なかった」という。毎朝自宅で血圧測定をしており120/７０ｍｍＨｇ程度だったが、このｌか

月は忙しく測定はしていなかった。

既往歴・家族歴：特記事項なし。

現症：身長166ｃｍ,体重６５ｋｇ･体温36.4℃・脈拍９８／分。血圧214/l22mmHgo軽度貧血あり、

黄恒なし。右眼底出血を認めた。また、舌小帯の短縮を認めた。胸部聴診において、両側

下肺野背側に吸気相終末に高いラ音が聴取された。心尖部でⅡ音が冗進し、心尖部に高調

の収縮期心雑音を聴取した。腹部の聴診で血管雑音は認めなかった。両側下腿に浮腫を認

めた。手指の写真を示す。

検査所見：尿検査：サンプル採取できず。動脈血ガス分析（roomair）：ｐＨ7.408、PaO281Torr、

PaCO2322Torr，HCOJ１９．９mEq"･末梢血液像：赤血球303万、Ｈｂ８９ｇ/dj、白血

球5,200、血小板3.8万、網赤血球数62.0％｡。血液生化学検査：総蛋白９．１９/d/、γグ

ロブリン２４９/ｄｊ、ＢＵＮ８４ｍｇ/d/、クレアチニン２．８ｍｇ/ｄｊ、尿酸7.2ｍｇ/dj，Ｎａｌ３３

ｍＥｑ/Z，Ｋ４．４mEq〃、ＣｌｌＯＯｍＥｑ//、総ビリルビン２．３ｍｇ/dj、ＡＳＴ（GOT）８０単位、

ＡＬＴ（GPT）３５単位、ＬＤＨ1,554単位（基準120～240)、ＣＰＫｎ２単位（基準坐～

165)、ＣＲＰ０．２１ｍｇ/dJ、抗核抗体160倍（speckledtype）（基準40倍以下）

可

Ｆ
Ｌ

5９まず投与すべき薬物はどれかＣ

ａカプト プリル

ｂプレドニゾロン

ｃプロプラノロール

．メトトレキサート

ｅエポプロステノール

手指の写真

－１０２２２－－１０２－２１－
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６０診断はどれか。

ａ妊娠浮腫

ｂ遅発型妊娠高血圧

ｃ過重型妊娠高血圧腎症

ｄ軽症高血圧症合併妊娠

ｅ早発型妊娠高血圧腎症

次の文を読み、６０～６２の問いに答えよ。

３１歳の１回経産婦。妊娠34週３日に里帰り分娩のため、受診した。

それまでの通常の妊婦健診を受け、特に異常を認めていなかった。

既往歴：特記すべきことなし。前回の分娩は２８歳時、妊娠38週で2,5749の児を正常経睦分娩し

ている。

母子健康手帳に記載された過去４週間の経過は以下の通りだった（一部抜粋)。

６１妊娠36週３日および妊娠37週３日の妊婦健診の際のデータは以下の通りだった。

－１０２－２３－

＋

Ｔ

妊娠37週３日の血液検査結果：Ｈｂｌｌ５ｇ/dﾉ、Ｐｌｔ１９．１万/ｍｍ３、ＡＬＴｌ９Ｕ/ｊ、ＡＳＴ１７Ｕ/J、

ＬＤＨ２０３Ｕ/ｊ、プロトロンビン時間１１．８sec。

胎児心拍数陣痛図ではリアクテイブパターンを示した。超音波検査では、推定胎児体重は2‘520

gだった。Biophysicalprofilescoreは１０点だった。内診では、頭位で子宮口は３ｃｍ開大、展退

４０％、Sp-1、頚管は軟で中央に位置していた。

対応として適切なのはどれか。

ａ経過観察

ｂ帝王切開

ｃ分娩誘発

．降圧薬投与

ｅ子宮収縮抑制

６２妊娠37週４日早朝、頭痛を訴えて受診し、緊急入院した。

体温37.2℃・脈拍６８／分。血圧186/９５ｍｍＨｇ･内診所見：子宮口開大６ｃｍ、展退８０％、

sp-lo胎児心拍数陣痛図では子宮収縮は不規則でリアクテイブパターンを示した。

対応として適切なのはどれか。３つ選べ。

ａ血球・血液生化学検査

ｂ降圧薬投与

ｃ子宮収縮薬投与

ｄ消炎鎮痛薬投与

ｅ頭部ＣＴ検査

－１０２－２４－

妊娠週肖

3０３

3２３

343

体両（k恩）

55.4

５６．５

57.3

IⅢ畦（mn2:19）

128/7s

ﾕ32/8０

146/7１

浮腫 尿タンパク 眼糖

Ｅ娠迎:Ｉ

3６３

37-3

体重（kg）

61.5

62.5

血圧（ｍｍｴ19）

148/8５

156/9０

浮腫 尿タンパク

３．４

尿精


